
＜お問い合わせ先＞ 関西福祉科学大学 社会福祉学部 福祉実習室　〒582-0026 大阪府柏原市旭ヶ丘3-11-1
　　　　　　　　   TEL・FAX：（072）978-0609　E-mail：shafuku@tamateyama.ac.jp

＊大学社会福祉学部から無料で講師を派遣します
＊各講座は45分程度、高校に出向き、対面にて行います
＊講座内容や時間・開催方法[対面orオンライン］は調整可能です（事前に打ち合わせ有）

総合的な学習（探究）の時間や大学の進路教材としてもご活用ください！
お申込みは
こちらから

福祉創造学科福祉創造学科福祉創造学科出前講座出前講座出前講座

例えばこんな講座内容が出来ます！！

令和7（2025）年度

自然災害 防災 災害福祉

ソーシャル
ワーカー 困りごと 支援

バリア バリアフリー 環境

自殺予防 ゲート
キーパー

コミュニ
ケーション

ふくし 住まい 高齢期

共生 海外ルーツの
人びと 多文化

コミュニケーション
ロボット 介護予防 癒し

レクリ
エーション

コミュニ
ケーション 生きがい

障害理解 福祉の考え方 インク
ルージョン

子ども理解 福祉の視点 スクール
ソーシャルワーク

自己覚知 他者理解 多用な価値観

講座のキーワード 講座内容の一例
高齢者や障害者の命を守る防災を考えることは、すべての人の安心
につながります。誰も取り残さないための防災について一緒に考え
ましょう。

様々な分野で活躍している、支援や援助を必要とする人をサポート
する福祉専門職「ソーシャルワーカー」について学んでみましょう。

わたしたちの暮らす社会にはどのような「バリア」があるのか、そして
どのように解消していけるのか、ハードとソフトの両面から考えてみ
ましょう。

減少が見られない若者の自殺について、周りのひとはどうすればよ
いかを考えます。

わたしたちの暮らしに欠かせない住まいについて、特に高齢期にど
のような配慮や工夫が必要であるのかを学びましょう。

日本で暮らす海外にルーツをもつ人びとの現状について学ぶととも
に、地域で共に生活するための具体的な取り組みについて紹介します。

コミュニケーションロボットには、介護予防や心を癒してくれる効果
があります。実物のコミュニケーションロボットを使って、その効果に
ついて学びます。

生活を楽しく、自分らしく過ごすために、レクリエーションの必要性や
役割について考えることにします！　一緒にレクリエーションを体験
してみましょう！

障害者の「障害」とは何かについて考え、自動化が進み携帯電話があ
ればほとんど解決できる世の中が本当に暮らしやすい社会なのかを
学びます。

近年、虐待など様々な背景をもつ子どもが増えています。
「子どもの困った」をどのように引き出すのか、福祉の視点について
考えます。

ソーシャルワーカーに必要な「自己覚知」について理解を深めます。
自分自身のことを知ることがなぜ、支援に繋がるのか、一緒に考えて
みます。

体験授業や見学会も受付可！ オンラインでも可


